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今月から水泳の学習がスタートし、子供たちも楽しそうに学

習しています。特に、本校のプールが初めての１年生は、大喜

びです。体育の水泳では、泳ぎ方が上手くなることも目標とす

るところですが、水の事故から命を守ることも一つの大きなね

らいです。短期間ではありますが、沢山水とふれあって力を付

けてほしいと思います。学校では、引き続き新型コロナウイル

ス感染症対策を講じるとともに、複数体制での指導等、安全対

策にも留意していきます。各ご家庭には、健康管理、検温やプールカードの記入などお手数を

おかけしますが、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

６月２１日（火）は、児童集会が行われました。感染防止のため、児童会執行部と、各委員

会の子供たちが体育館に集合し、教室の低・中学年にオンラインで配信しました。執行部は、

「学年関係なく協力し助け合って、笑顔があふれる学校にしよう」とめあてを発表してくれま

した。また、ユニセフを通して、ウクライナの子供たちの命を守り、支援するための募金活動

を行うことを提案し、今、朝から児童玄関で取り組んでいます。

それぞれの委員会は、今後の活動内容や全校児童へのお願いを、

寸劇やクイズ形式など工夫して発表しました。特に感心したのは、

すべての委員会の子供たちが原稿を見ずに、堂々と発表できてい

たことです。今年度は、町の全ての学校で、子供たちに「自分の

考えを自分の言葉で話す力を育てよう」と取り組んでいます。そ

のことにもつながる、良い経験になったと思います。

まだまだコロナの感染については留意する必要

がありますが、一時期に比べ、町レベルの陽性者

も少し減ってきている現況から、子供たちの学習

も教室から出て、校外学習や実習なども取り入れ

ながら行っているところです。今の機会を活用し

て実際に現地に足を運んで見たり、直接話を聞い

たりして学習を深めてほしいと思います。

感染状況により年度当初見合わせてい

た学習支援ボランティアの方々による支

援を、６月から再開していただきました。

毛筆、硬筆、丸付け、そろばん、クラブ

（箏、茶道、神楽等）、その他、沢山の

方々にご協力をいただいており、学校と

しても大変感謝しているところです。子

供たちも大変喜んでいます。

めあてを発表する執行部

清掃工場見学の４年生 ○を付けてもらう２年生

水慣れを楽しむ１年生

町探検の３年生


